
1.XMC
2.ﾃｸﾅｾﾞﾝ
3.ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ
4.ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ
5.ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ
6.ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ
7.ｼﾞｸﾛﾗﾝ
8.ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ
9.ｼﾏｼﾞﾝ

10.ｷﾝﾄｾﾞﾝ
11.ｸﾛﾏｿﾞﾝ
12.ｱﾄﾗｼﾞﾝ
13.ｼｱﾉﾎｽ
14.ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ
15.ｲｻｿﾞﾎｽ
16.ﾄﾘｱﾚｰﾄ
17.ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ
18.ﾍﾞﾉｷｻｺｰﾙ

19.ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ
20.ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
21.ｱｾﾄｸﾛｰﾙ
22.ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ
23.ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ
24.ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ
25.ﾒﾀﾗｷｼﾙ
26.ｱﾒﾄﾘﾝ
27.ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ
28.ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ
29.ﾌﾞﾛﾏｼﾙ
30.ｷﾉｸﾗﾐﾝ
31.ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾓﾙﾌ
32.ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ
33.ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ
34.ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ
35.ﾌﾞﾛﾓﾎｽﾒﾁﾙ
36.ﾌｻﾗｲﾄﾞ

37.ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ
38.ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ
39.ｱﾚｽﾘﾝ-1

ｱﾚｽﾘﾝ-2
ｱﾚｽﾘﾝ-3
ｱﾚｽﾘﾝ-4

40.ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ
41.ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ
42.ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ
43.ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ
44.ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ
45.ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ
46.ﾌｪﾅﾐﾎｽ
47.(E)-ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ
48.ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ
49.ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ
50.ｲｿｷｻﾁｵﾝｵｷｿﾝ
51.ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ

52.DEF (ﾄﾘﾌﾞﾎｽ)
53.ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ
54.ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ
55.ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ
56.ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ
57.(Z)-ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ
58.ｱｻﾞｺﾅｿﾞｰﾙ
59.ｲﾏｻﾞﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾒﾁﾙ
60.ｲｿｷｻﾁｵﾝ
61.ｴﾁｵﾝ
62.ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ
63.ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ
64.ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ
65.ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ
66.ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ
67.ｷﾉｷｼﾌｪﾝ
68.ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ
69.ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ

70.ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ-1
ﾌﾟﾛﾊﾞﾙｷﾞｯﾄ-2

71.ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ
72.ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ
73.ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ
74.ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ
75.ﾎｽﾒｯﾄ
76.ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ
77.ﾌｪﾉﾄﾘﾝ-1

ﾌｪﾉﾄﾘﾝ-2
78.ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ
79.ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ
80.ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ
81.ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ
82.ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ
83.ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ

● 成 分

＜クロマトグラム例＞

Time (min)

Column： ENV-5 MS 0.25 mmID×30 m×0.25 μm
Oven ： 70 ℃(2 min)→25 ℃/min→150 ℃→3 ℃/min→200 ℃→8 ℃/min→280 ℃(10 min)
Flow ： He，1.2 ml/min Injector ： 280 ℃
Split ： Splitless 2 μl Detection： MSD

● 使用上の注意
溶液は、溶媒の揮散による濃度変化をなくすため、アンプルに入れてあります。

１．一定の場所を定め、冷凍保管(-20℃以下)して下さい。
２．取扱い中は必要に応じ、防毒マスク、保護手袋を着用して下さい。
３．取扱い作業場所には、局所排気装置を設けて下さい。
４．アンプル開封後は直ちに使用し、使用後の溶液は廃棄して下さい。

＜アンプルのカット方法＞
アンプル首部を清浄に拭き取った後、右図の様に“白点”（マーク下のカット部に傷が付いています）

の反対方向に折り曲げるように力を加えると簡単にカットできます。
＜アンプル開封時の注意＞

１．アンプルのカット時は、保護具、保護手袋等を必ず着用して下さい。
２．白点部分と異なる場所を無理に折り曲げると、アンプルが破損する恐れがあります。
３．カット後の切断面には触らない様注意して下さい。
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Cat.No. ３４２８３－９６

残留農薬試験用
農薬混合標準液70 (ポジティブリスト制度 GC/MS 対象83種混合)

Pesticides Standard Solution 70

（各 10 mg/L ｱｾﾄﾝ-ﾍｷｻﾝ溶液(1：1)）


